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古くから、放射線は被ばくした全ての個体にではなく一部の個体に影響を生じさせると

考えられていますが、それではマウスに放射線を照射すると生存率曲線１全体が若年方向

に平行に移動する古典的な事実を説明できません。したがってこの平行移動は、全ての被

ばく個体に影響が生じた結果と考える必要があります。 

そこで本報告では、その原因について考察しました。最も考えられるのは、放射線によ

って誘発される間質２の炎症です。放射線は、DNAに傷害を生じさせるだけでなく細胞死

を招くので、傷害を受けた細胞からさまざまな炎症性物質が放出されたり、間質に炎症性

細胞を引き寄せたりします。放射線によりそのような炎症を生じた組織では、実験的に移

植された腫瘍細胞の増殖が促されることが知られていますので、放射線ではなく他の原因

によって自然発生した腫瘍細胞にとっては増殖に好都合な組織環境ができます。また、放

射線によって誘発された炎症状態は長期にわたって持続すると考えられており、このこと

は、放射線に関連するがんのリスク（危険性）の増大が生涯にわたって続くという疫学デ

ータと一致しています。 

この放射線による炎症とがんのリスクとの関連性についての新しい考え方が正しいとす

れば、間質における炎症を薬で抑制し(可能であれば)、放射線に関連するがんの発症を遅

らせる、すなわち、リスクを減らすことが可能になると考えられます。 

 

【注釈】  

1生存率曲線：特定の集団の生存率をグラフに表したものです。 

2間質：実質臓器に対し、それを支える線維や脂肪細胞を含む結合組織のことです。 
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